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【はじめに】当院では平成 24 年 7 月新病院開設と共に産科病棟内に
バースセンタを併設した。その後平成 26 年 4 月より看護単位を産
科病棟から独立させ新たな取り組みを開始したのでここに報告す
る。
【開設後の経過】平成 19 年 4 月助産師外来開設、平成 23 年 8 月よ
り助産師主導の分娩を一部で始動した。平成 24 年 7 月新病院開設
に伴い産科病棟内にバースセンターを併設した。バースセンター開





がしたいという希望があった。そのため平成 26 年 4 月からバース
センターの看護単位を産科病棟から独立させた。独立後のバースセ
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【はじめに】妊娠中の腰痛は約 40 ～ 80％の妊婦に生じると報告されて
いる．当院の産科でも腰痛や肩こり等（運動器のトラブル）の訴えが
妊婦より多く寄せられている．しかし，産科 Ns では運動器トラブル



















る HE の指導が重要であることがわかった．今後は PT が HE の正し
い指導方法を産科 Ns へ指導し，妊娠中から産後にかけてケアする担










【はじめに】長年 A 病院では、新生児の清潔法は生後 1 日目より沐
浴法を行ってきた。近年、沐浴よりドライテクニックが推奨されて
いることから、A 病院でも平成 26 年 1 月より新生児の清潔法を沐





【研究方法】平成 26 年１月１日～ 4 月 10 日に A 病院で出生した正
期産・経腟分娩の出生体重 2500 ｇ以上の正常新生児 40 名を DT 群
とし、平成 25 年の同時期に出生し沐浴法を実施した正期産・経腟
分娩の出生体重 2500 ｇ以上の正常新生児 40 名を沐浴群とした。各
群の診療録や看護記録を後ろ向きに情報収集し、皮膚トラブル、臍
トラブルの有無と、体重減少などの全身状態について比較調査した。
【結果・考察】最大体重減少率は DT 群 7.0％、沐浴群 7.15％、生理
的体重減少から増加へ転じた生後日数は、DT 群 3.55 日、沐浴群 3.6
日、生後１日目以降に嘔吐した人数は DT 群 10 名、沐浴群 11 名、
臍トラブルが生じたのは、DT 群 4 名 (10％ )、沐浴群 6 名 (15％ )、
生後 2 日目の皮膚亀裂は、DT 群 14 名、沐浴群 18 名であった。各
項目において有意差はなかったが、体重減少率、臍トラブル、嘔吐
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【はじめに】当院では 4 年前より病診連携を通じ地域の診療所の患
者に栄養指導を行えるようにプランを練り H24 年 4 月より実施す
る事が出来た。第 49 回の学会で第 1 報を報告したので、今回第 2
報を報告する。
【目的】地域の診療所で糖尿病の患者 135 人に栄養指導を行い
HbA1c が平均で 7.6% から 7.2％になった。しかし改善ができた患者
も半年程経過すると元に戻る傾向がみられた為、HbA1c が上昇し始
めた時に再始動を行い悪化を防ぐ。
【方法】各診療所で栄養指導を受けた患者で改善したが再び HbA1c
が上昇してきた患者をピックアップしてもらい栄養指導を受けても
らう。
【結果】再指導後 HbA1c が下がった患者もいたが変化のみられない
患者もいた。
【考察】再指導をしても変化のみられない患者をどの様にフォロー
するか、また継続栄養指導を行うには限界があるため、地域の診療
所のスタッフに啓蒙をし診療所でもフォローをしてもらう様に考え
たい。
